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◇

合併により受け入れた減価償却資産

Q:当社は、合併により建物を受け入れま

した。この建物の減価償却限度額はどのよう

に計算するのでしょうか。

A:減価償却限度額の計算には、取得価額

と耐用年数が問題になります。

まず、取得価額ですが、合併により受け入

れた減価償却資産の取得価額は、被合併法人

がその合併の日の属する事業年度においてそ

の資産の償却限度額の計算の基礎とすべき取

得価額に、合併法人がその資産を事業の用に

供するために直接要した費用の額を加算した

金額とされています。

次に、耐用年数ですが、合併により受け入

れた減価償却資産は、中古資産の取得とは認

められませんので、法定耐用年数（被合併法

人が中古耐用年数によっているときはその年

数）によることになります。

すなわち、定額法の場合の償却限度額の計

算は、被合併法人の取得価額と合併法人の事

業の用に供するための費用の合計額から、残

存価額としてその合計額の10％を控除した

金額に、償却率を乗じて計算することになり

ます0

一方、定率法の場合の償却限度額の計算は、

合併法人の受入価額（合併法人が事業の用に

供するために支出した費用がある場合には、

その費用の額を加算した金額）に償却率を乗

じて計算します。

また、合併により受け入れた資産は、事業

年度の途中で他から購入した資産ではありま

せんので、簡便償却の適用は受けられません。
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